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みんなで築く
　みんなの福祉
　　みんなの未

（あした）

来

スローガン

　本年の岡谷市社会福祉大会は、７月 30 日（土）

カノラホールに於いて開催されました。

　「みんなで築く、みんなの福祉、みんなの未来

（あした）」を主テーマに、約 500 人のみなさん

に参加していただきました。

　式典では、長年にわたり社会福祉事業に貢献さ

れた方々に表彰状が、多額の寄付金・物品寄付を

いただいた方々には感謝状が贈呈されました。

　講演会では、諏訪東京理科大学共通教育センター教授の 

篠原菊紀さんをお招きし、「〜認知症予防のために〜　脳を

鍛える活脳トレーニング」と題し、ご講演いただきました。

　「脳トレ」は、簡単にできない方が脳は活性化する。と、

実際に「脳トレ」を取り入れながら、楽しくお話をしていた

だきました。（※20 ページに講演要約掲載）

　リフレッシュタイムでは、「朗読の会まどか」の小口美弥

子さんに、平和についての作品を朗読していただきました。

　また、ホワイエでは、「希望の里つばさ」「エコファおかや」

「ひだまり作業所」のみなさんに、日頃製作している作品等

の販売をおこなっていただきました。ご協力いただいたみな

さん、参加者のみなさんありがとうございました。

平成28年度
岡谷市社会福祉大会 開催

岡谷東部中学校の柳澤夏帆
さんの前文朗読に続き、参
加者全員で市民憲章唱和を
行いました。

市民憲章唱和 リフレッシュタイム
視覚障がい者の方のための「広報 
おかや」朗読や、市内外の福祉施設
で朗読活動をされている「朗読の会
まどか」の小口 美弥子さんに、第
２５回 児童・生徒の平和メッセージ
より「おきなわからへいわをとどけ
たい」石垣市立登野城小学校２年  
大城洋輔さんの作品と、「平和を守る座標」沖縄市立美東
中学校３年 仲宗根小華さんの作品を朗読していただき、
会場のみなさんと一緒に平和について考えました。

長年ボランティア
等で、地域福祉に
ご尽力をいただい
た方々を代表し
て、岡谷東高等学
校ボランティア部
様に壇上でお受けいただきました。

褒賞
共同募金に多額の
ご寄付をいただい
た方々を代表し
て、岡谷市仏教婦
人連合会様に壇上
でお受けいただき
ました。

岡谷市共同募金委員会会長表彰
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　　実践申し合わせ事項確認

　「岡谷おはなしの会」清水真理さんに朗読をしていただきました。
　生活の中で実践していくことを会場のみなさんの拍手により、確認されました。
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福祉事業に貢献された個人・団体に表彰状・感謝状（敬称略）

社会福祉事業 特別功労受賞の 中松茂夫 様 に受賞者

を代表して、お礼のことばいただきました。

平成 28 年度　岡谷市社会福祉大会 実践申し合わせ事項
一、�お互いに支えあい、みんなが安心して暮らせる福祉のまちづくりのために、主体性をもって�
参加しましょう。�

一、�誰もがいきがいをもって、気軽に参加できるボランティア活動の輪を拡げましょう。�

一、�身体の機能をできるだけ維持し、介護予防に努め、健康で明るく、いきいきと過ごしましょう。�

一、�地域の防災・災害時救援組織づくりを進め、普段から支えあい、助けあいの地域づくりを推進
しましょう。�

一、�学校、地域等が協働して社会全体で子育て支援を推進しましょう。�

一、�思いやりの心を育てる福祉教育を推進しましょう。�

一、�共同募金運動に協力し、助けあいの輪を拡げましょう。�
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「
～
認
知
症
予
防
の
た
め
に
～

脳
を
鍛
え
る
活
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

諏
訪
東
京
理
科
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
　
　

講
師
　
篠
原 

菊
紀
　
氏

　
茅
野
市
出
身
の
篠
原
菊
紀
氏
は
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学

で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

N
I
R
S
（
ニ
ル
ス
）
を
使
い
、
学
習
・
運
動
・
遊
び
な

ど
の
日
常
的
な
脳
活
動
を
調
べ
、「
脳
ト
レ
」
で
一
躍
ブ
ー

ム
と
な
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
講
演
活
動
等
で
幅
広
く

ご
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
こ
ん
に
ち
は
。
茅
野
市
か
ら
来
ま
し
た
篠
原
で
す
。

　
後
ろ
の
方
、
聞
こ
え
ま
す
か
。
多
少
聞
こ
え
な
く
て
も

講
演
会
を
始
め
ま
す
が
。（
笑
い
）　
そ
う
や
っ
て
笑
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
。
笑
う
こ
と
が
脳
を
鍛
え
る
の
に

有
効
な
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

・
人
の
脳
は
、
年
を
と
れ
ば
と
る
ほ
ど
記
憶
力
（
流
動
性

知
能
）
は
落
ち
て
い
く
が
、
知
恵
や
知
識
・
経
験
（
結
晶

性
知
能
）
は
、
年
を
と
る
ほ
ど
増
え
て
い
く
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
「
年
の
功
」。
だ
か
ら
、年
を
と
れ
ば
落
ち
る
部
分

も
あ
る
し
、
生
き
て
い
る
だ
け
で
伸
び
て
い
く
部
分
も
あ

る
。

・
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
（
脳
の
メ
モ
帳
）、こ
れ
は
記
憶
や

情
報
を
一
時
的
に
脳
に
貯
め
て
、
組
み
合
わ
せ
て
答
え
を

出
す
力
を
い
う
が
、
年
と
と
も
に
落
ち
や
す
い
の
で
、
こ

れ
を
鍛
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
テ

ス
ト
と
し
て
色
文
字
テ
ス
ト
を
行
う
）日
常
の
ど
こ
で
、ど

う
い
う
ふ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
。
有
酸
素
運
動
、
筋
ト
レ
、

小
さ
な
運
動
が
多
い
家
事
労
働
も
適
し
て
い
る
。
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
る
こ
と
も
大
事
。
ま
た
、
人
と
の
関

わ
り
、
社
会
参
加
も
大
事
で
社
会
福
祉
協
議
会
を
ヨ
イ

シ
ョ
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
の
た
め
、
地
域
の
た
め
、

世
の
た
め
と
高
い
目
的
意
識
を
持
っ
て
活
動
す
る
方
が
脳

に
良
い
。

・
脳
ト
レ
は
脳
の
メ
モ
帳
を
何
枚
か
使
っ
て
や
る
が
、
簡

単
に
で
き
る
の
で
は
脳
は
鍛
え
ら
れ
な
い
。
で
き
な
い
方

が
脳
は
活
性
化
す
る
。
身
体
か
ら
も
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ

は
刺
激
で
き
る
。（
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
・
鼻
耳
チ
ェ
ン
ジ

テ
ス
ト
を
行
う
）
簡
単
に
で
き
な
く
て
い
い
。
で
き
な
い

で
あ
が
く
方
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な
り
、
す
ご
く
脳
を
鍛

え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

・
褒
め
方
も
、「
頭
が
い
い
ね
」
と
賢
さ
や
素
質

を
褒
め
る
よ
り
、「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」
と
努
力

や
行
動
を
褒
め
る
方
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

伸
び
て
い
く
。

間
違
い
や
失
敗
か
ら
学
ぶ
方
が
、
脳
は
活
性
化

す
る
。

・
自
分
に
と
っ
て
面
倒
な
こ
と
を
、
心
を
込
め

て
や
る
と
圧
倒
的
に
脳
が
活
性
化
す
る
。
適
当

に
や
っ
た
時
と
心
を
込
め
て
や
っ
た
時
と
で
は
、

脳
の
活
性
化
が
全
然
違
う
。
何
を
や
る
に
し
て

も
心
を
込
め
て
や
る
こ
と
が「
脳
ト
レ
の
王
道
」

で
あ
る
。

・
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
電
話
よ

り
面
と
向
か
っ
て
会
話
す
る
方
が
、
相
手
の
気

持
ち
を
読
ん
だ
り
気
を
使
っ
て
疲
れ
る
の
で
、

脳
は
活
性
化
し
て
い
る
。

・
笑
っ
た
り
、
笑
わ
れ
た
り
、
笑
顔
を
見
る
こ

と
で
脳
活
動
は
活
性
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
相

手
の
悪
い
と
こ
ろ
を
探
す
よ
り
、
良
い
と
こ
ろ

を
探
す
方
が
脳
ト
レ
に
な
る
。
だ
か
ら
、今
夜
、家
に
帰
っ

た
ら
「
講
演
会
で
、
物
忘
れ
を
防
ぐ
素
晴
ら
し
い
方
法
を

聞
い
て
き
た
。
ど
う
や
ら
私
を
褒
め
れ
ば
い
い
ら
し
い
」

と
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
不
満
は
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
パ
ー
ト
ナ
ー
の
良
い
と
こ
ろ
探
し
が
脳
ト
レ
に
な

る
ん
で
す
。
見
つ
け
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
。（
笑

い
）

・
認
知
症
予
防
に
は
、
何
か
ひ
と
つ
だ
け
や
っ
て
い
る
よ

り
は
、
複
合
的
に
や
っ
た
方
が
効
果
は
上
が
る
。

脳
ト
レ
、
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
血
圧

な
ど
の
健
康
管
理
が
、
脳
を
守
り
鍛
え
て
い
く
こ
と
に
な

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

講
演
内
容
要
約

開催日お知らせ！
「家庭介護者の集

い」

在宅で介護されているみなさんを対象に家庭介護者の 
集いを開催します。
★ 日　時　平成２8 年１１月８日 （火）
　　　　　午前９時００分 ～ 午後４時３０分（予定）
★行　先　県内
　　　　　 飯山方面（高橋まゆみ人形館）への旅を予定

しています（貸切バスでの移動となります。）
★対象者　在宅介護をされている方（１世帯１名の参加）

※ 申し込み・詳細については
岡谷市社協

（ＴＥＬ２４－２１２１）
までお問い合わせください。


